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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年2月18日(2021.2.18)

【公開番号】特開2019-152760(P2019-152760A)
【公開日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-037
【出願番号】特願2018-38045(P2018-38045)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  57/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/20     １０１　
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０５　
   Ｃ０９Ｂ   57/00     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｂ   67/22     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｂ   67/20     　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ   67/46     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月25日(2020.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　その他着色剤は、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメント レッド ７、１４、４１、４８：１、４
８：２、４８：３、４８：４、５７：１、８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：
４、１２２、１４６、１６８、１６９、１７６、１７７、１７８、１７９、１８４、１８
５、１８７、２００、２０２、２０８、２０、２４２、２４６、２５５、２６４、２７０
、２７２、２７３、２７４，２７６、２７７、２７８、２７９、２８０、２８１、２８２
、２８３、２８４、２８５、２８６、または２８７等の赤色顔料が挙げられる。赤色染料
は、例えば、キサンテン系、アゾ系（ピリドン系、バルビツール酸系、金属錯体系など）
、ジスアゾ系、アントラキノン系が挙げられる。これらの中でも赤色染料は、Ｃ．Ｉ．ア
シッド レッド　５２、８７、９２、２８９、３３８等のキサンテン系酸性染料の造塩化
合物が好ましい。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　これらの中でもＣ．Ｉ．ピグメント レッド　１７７、２４２、Ｃ．Ｉ．ピグメント イ
エロー　１３９、１５０、１８５が好ましい。
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